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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成
するために、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するステップと、
　（Ｂ）前記第１の文書を自動決定サポートシステムに提供するステップと、
　（Ｃ）前記第１の文書から派生した決定サポート出力を前記自動決定サポートシステム
から受信するステップと、
　（Ｄ）確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認するステップと、
　（Ｅ）前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するステップと、
を含んでいることを特徴とするコンピュータ実装方法。
【請求項２】
　発話のオーディオストリームを転記するステップ、および第１の文書を自動決定サポー
トに提供するステップは同時に実施されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１の符号はテキストで表される概念を符号化していることを特徴とする請求項１記載
の方法。
【請求項４】
　ステップ（Ｄ）は、
　（１）第１の符号のいずれかが不正確であるかどうかを確認するステップと、
　（２）確認済み文書を生成するために、不正確であると確認された前記第１の符号を修
正するステップと、
を含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　（Ｆ）出力を第１の文書に関連付けている記録を保管するステップをさらに含んでいる
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
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【請求項６】
　（Ｆ）確認済み文書の描出を生成するために出力に基づいて該確認済み文書を描出する
ステップをさらに含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項７】
　第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成するた
めに、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するための音声認識手段と
、
　前記第１の文書を自動決定サポートシステムに提供するための文書提供手段と、
　前記第１の文書から派生した決定サポート出力を前記自動決定サポートシステムから受
信するための出力受信手段と、
　確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認する手段と、
　前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するための文書送信手段
と、
を含んでいることを特徴とする装置。
【請求項８】
　文書提供手段は、音声認識手段の操作と同時に第１の文書を自動決定サポートシステム
に提供するための手段を含んでいることを特徴とする請求項７記載の装置。
【請求項９】
　確認する手段は、
　第１の符号のいずれかが不正確であるかどうかを確認する手段と、
　確認済み文書を生成するために、不正確であると確認された前記第１の符号を修正する
手段と、
を含んでいることを特徴とする請求項７記載の装置。
【請求項１０】
　出力を確認済み文書に関連付けている記録を保管するための手段をさらに含んでいるこ
とを特徴とする請求項７記載の装置。
【請求項１１】
　確認済み文書の描出を生成するために出力に基づいて該確認済み文書を描出する手段を
さらに含んでいることを特徴とする請求項７記載の装置。
【請求項１２】
　（Ａ）第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成
するために、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するステップと、
　（Ｂ）決定サポート出力を作成するために、前記第１の文書に決定サポート方法を適用
するステップと、
　（Ｃ）確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認するステップと、
　（Ｄ）前記決定サポート出力を前記確認済み文書に関連付けている記録を保管するステ
ップと、
　（Ｅ）前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するステップと、
を含んでいることを特徴とするコンピュータ実装方法。
【請求項１３】
　ステップ（Ｂ）は、前記第１の文書が、薬‐薬、薬‐アレルギー、および薬‐治療の相
互作用のうちの少なくとも１つを示すかどうかを決定するステップを含んでいることを特
徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　ステップ（Ｂ）は、第１の文書が臨床性能基準を満たしているかどうかの確認を含んで
いることを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　第１の符号はテキストで表される概念を符号化していることを特徴とする請求項１２記
載の方法。
【請求項１６】
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　（１）第１の符号のいずれかが不正確であるかどうかを確認するステップと、
　（２）確認済み文書を生成するために、不正確であると確認された前記第１の符号を修
正するステップと、
を含んでいることを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１７】
　（Ｆ）確認済み文書の描出を生成するために出力に基づいて該確認済み文書を描出する
ステップをさらに含んでいることを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１８】
　第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成するた
めに、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するための音声認識手段と
、
　決定サポート出力を生成するために、前記第１の文書に決定サポート方法を適用するた
めの決定サポート手段と、
　確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認する手段と、
　前記決定サポート出力を前記確認済み文書に関連付けている記録を保管するための記録
保管手段と、
　前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するための文書送信手段
と、
を含んでいることを特徴とする装置。
【請求項１９】
　決定サポート手段は、第１の文書が、薬‐薬、薬‐アレルギー、および薬‐治療の相互
作用のうちの少なくとも１つを示すかどうかを決定する手段を含んでいることを特徴とす
る請求項１８記載の装置。
【請求項２０】
　決定サポート手段は、第１の文書が臨床性能基準を満たしているかどうかの確認を含ん
でいることを特徴とする請求項１８記載の装。
【請求項２１】
　確認する手段は、
　第１の符号のいずれかが不正確であるかどうかを確認する手段、
　確認済み文書を生成するために、不正確であると確認された前記第１の符号を修正する
手段と、
を含んでいることを特徴とする請求項１８記載の装置。
【請求項２２】
　記録保管手段は出力に基づいて第１の文書を修正する手段を含んでいることを特徴とす
る請求項１８記載の装置。
【請求項２３】
　第１の文書の描出を生成するために出力に基づいて該第１の文書を描出する手段をさら
に含んでいることを特徴とする請求項１８記載の装置。
【請求項２４】
　ステップ（Ｆ）は出力と確認済み文書との関連を示している記録の保管を含んでいるこ
とを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項２５】
　ステップ（Ｆ）は確認済み文書内の出力の保管を含んでいることを特徴とする請求項５
記載の方法。
【請求項２６】
　ステップ（Ｆ）は出力に基づいた確認済み文書の修正を含んでいることを特徴とする請
求項５記載の方法。
【請求項２７】
　ステップ（Ｄ）は出力と確認済み文書との関連を示している記録の保管を含んでいるこ
とを特徴とする請求項１２記載の方法。
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【請求項２８】
　ステップ（Ｄ）は確認済み文書内の出力の保管を含んでいることを特徴とする請求項１
２記載の方法。
【請求項２９】
　ステップ（Ｃ）は出力に基づいた確認済み文書を修正を含んでいることを特徴とする請
求項１２記載の方法。
【請求項３０】
　（Ａ）遠隔地から、発話のオーディオストリームを受信するステップと、
　（Ｂ）第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成
するために、前記発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するステップと
、
　（Ｃ）前記第１の文書を自動決定サポートシステムに提供するステップと、
　（Ｄ）前記第１の文書から派生した決定サポート出力を前記自動決定サポートシステム
から受信するステップと、
　（Ｅ）確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認するステップと、
　（Ｆ）前記確認済み文書および前記決定サポート出力を前記遠隔地の受信者に送信する
ステップと、
を含んでいることを特徴とするコンピュータ実装方法。
【請求項３１】
　遠隔地から、発話のオーディオストリームを受信するための手段と、
　第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成するた
めに、前記発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するための手段と、
　前記第１の文書を自動決定サポートシステムに提供するための手段と、
　前記第１の文書から派生した決定サポート出力を前記自動決定サポートシステムから受
信するための手段と、
　確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認する手段と、
　前記確認済み文書および前記決定サポート出力を、前記遠隔地の受信者に送信するため
の手段と、
を含んでいることを特徴とする装置。
【請求項３２】
　（Ａ）オーディオストリーム送信機から、ストリーミングされた発話のオーディオスト
リームの第１の部分を受信するステップと、
　（Ｂ）第１の部分的文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の部分
的文書を生成するために、前記ストリーミングされた発話のオーディオストリームに自動
音声認識装置を適用するステップと、
　（Ｃ）前記第１の部分的文書を自動決定サポートシステムに提供するステップと、
　（Ｄ）前記第１の部分的文書から派生した決定サポート出力を前記自動決定サポートシ
ステムから受信するステップと、
　（Ｅ）前記決定サポート出力は人による見直しをトリガする規定条件を満たすかどうか
を確認するステップと、
　（Ｆ）前記決定サポート出力が前記規定条件を満たすことが確認された場合、前記スト
リーミングされた発話のオーディオストリームの第２の部分を受信しながら、前記決定サ
ポート出力が前記規定条件を満たしていることを示す信号を前記オーディオストリーム送
信機に送信するステップと、
を含んでいることを特徴とするコンピュータ実装。
【請求項３３】
　オーディオストリーム送信機から、ストリーミングされた発話のオーディオストリーム
の第１の部分を受信するための手段と、
　第１の部分的文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の部分的文書
を生成するために、前記ストリーミングされた発話のオーディオストリームに自動音声認
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識装置を適用するための手段と、
　前記第１の部分的文書を自動決定サポートシステムに提供するための手段と、
　前記第１の部分的文書から派生した決定サポート出力を前記自動決定サポートシステム
から受信するための手段と、
　前記決定サポート出力は人による見直しをトリガする規定条件を満たしているかどうか
を確認するための手段と、
　前記決定サポート出力が前記規定条件を満たしていることが確認された場合、前記スト
リーミングされた発話のオーディオストリームの第２の部分を受信しながら、前記決定サ
ポート出力が前記規定条件を満たしていることを示す信号を前記オーディオストリーム送
信機に送信するための手段と、
を含んでいることを特徴とする装置。
【請求項３４】
　（Ａ）第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成
するために、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するステップと、
　（Ｂ）確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認するステップと、
　（Ｃ）前記確認済み文書を自動決定サポートシステムに提供するステップと、
　（Ｄ）前記確認済み文書から派生する決定サポート出力を前記自動決定サポートシステ
ムから受信するステップと、
　（Ｅ）前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するステップと、
を含んでいることを特徴とするコンピュータ実装方法。
【請求項３５】
　第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成するた
めに、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するための音声認識手段と
、
　確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認する手段と、
　前記確認済み文書を自動決定サポートシステムに提供する文書提供手段と、
　前記確認済み文書から派生する決定サポート出力を前記自動決定サポートシステムから
受信する出力受信手段と、
　前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するための文書送信手段
と、
を含んでいることを特徴とする装置。
【請求項３６】
　（Ａ）第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成
するために、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するステップと、
　（Ｂ）確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認するステップと、
　（Ｃ）決定サポート出力を生成するために前記確認済み文書に決定サポート方法を適用
するステップと、
　（Ｄ）前記確認済み文書に前記決定サポート出力を関連付けている記録を保存するステ
ップと、
　（Ｅ）前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するステップと、
を含んでいることを特徴とするコンピュータ実装方法。
【請求項３７】
　第１の文書のテキストに関連付けられた第１の符号を含む前記第１の文書を生成するた
めに、発話のオーディオストリームに自動音声認識装置を適用するための音声認識手段と
、
　確認済み文書を生成するために前記第１の文書の正確性を確認する手段と、
　決定サポート出力を生成するために前記確認済み文書に決定サポート方法を適用する決
定サポート手段と、
　前記決定サポート出力を前記確認済み文書に関連付けている記録を保存する記録保存手
段と、
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　前記確認済み文書および前記決定サポート出力を受信者に送信するための文書送信手段
と、
を含んでいることを特徴とする装置。
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